
横手市

28№
2012.12.１

横手市社会福祉協議会
みんながつくる　みんなの福祉
社協だより

醍醐小学校（点字講座）

平成高等学校（疑似体験） 福地小学校（疑似体験）

　

横
手
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

学
校
や
団
体
、
地
域
に
お
邪
魔
し
、

福
祉
に
つ
い
て
の
講
座
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ん
の
役
に
立

つ
情
報
や
知
っ
て
お
く
と
安
心
な
情

報
の
提
供
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

き
っ
か
け
づ
く
り
な
ど
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
が
、
講
師
は
基
本
的
に
職

員
が
行
い
、
自
身
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

に
も
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　

今
年
十
月
か
ら
十
一
月
初
旬
に
か

け
て
は
、
醍
醐
小
学
校（
平
鹿
）で
は

点
字
講
座
、福
地
小
学
校（
雄
物
川
）、

平
成
高
等
学
校
で
は
高
齢
者
・
障
が

い
者
の
疑
似
体
験
を
行
い
、
児
童
・

生
徒
に
こ
の
講
座
を
通
し
て
「
自
分

た
ち
が
で
き
る
こ
と
」
な
ど
に
つ
い

て
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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講
座
の
メ
ニ
ュ
ー
を
豊
富
に
そ
ろ
え

て
い
ま
す
。
地
域
で
の
支
え
あ
い
活

動
に
、
学
校
で
の
福
祉
教
育
活
動
に
、

企
業
で
の
社
会
貢
献
活
動
に
向
け
た

取
り
組
み
と
し
て
、
ぜ
ひ
「
ふ
く
し

出
前
事
業
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
高
齢
者
・
障
が
い
者
疑
似
体
験

●
点
字
・
手
話
講
座

●
介
護
に
関
す
る
講
座

●
入
浴
車
展
示
・
実
演

●
介
護
食
づ
く
り
講
座

●
介
護
予
防
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
講
座 

な
ど

講
座
メ
ニ
ュ
ー
の
一
例

ホットな情報 ホッとする安心 お届けします

～ふくし出前事
業～



２社協だより

みんながつくるみんなの福祉をめざして

第８回 横手市社会福祉大会
　
去
る
十
月
十
一
日
（
木
）、
秋
田

ふ
る
さ
と
村
ド
ー
ム
劇
場
を
会
場

に
、横
手
市
社
会
福
祉
大
会
を
開
催
、

当
日
は
市
民
や
福
祉
関
係
者
な
ど
約

七
〇
〇
名
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
大
会
は
、
表
彰
を
は
じ
め
と
し
た

式
典
の
ほ
か
、
高
校
生
に
よ
る
意
見

発
表
、
弁
護
士
に
よ
る
基
調
講
演
、

元
民
放
局
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
大
会
で
表
彰
を
受
け
ら

れ
た
皆
様
は
次
の
と
お
り
で
す
。絶妙なトークで会場の笑いを

誘う上野泰夫さん
震災後の消費者問題について
講演する吉岡和弘弁護士

※
福
祉（
し
あ
わ
せ
）の
標
語
入
選
者
は
３
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

高
橋　

誠
一（
横　

手
）　

大
森　
　

章（
横　

手
）

斉
藤　

征
子（
横　

手
）　

髙
𣘺
　
英
雄（
横　

手
）

小
田
島
英
雄（
横　

手
）　

煙
山　
　

杲（
横　

手
）

柴
田　

順
一（
横　

手
）　

松
井　

弘
子（
横　

手
）

高
𣘺　

孝
子（
横　

手
）　

木
村　

洋
一（
横　

手
）

高
橋　

昭
一（
横　

手
）　

塩
田　

源
一（
雄
物
川
）

佐
藤　

ユ
キ（
雄
物
川
）　

藤
谷
千
和
子（
雄
物
川
）

奥
山　

哲
夫（
雄
物
川
）　

藤
倉　

瑞
夫（
十
文
字
）

長
瀬　

誠
子（
十
文
字
）　

吉
田
ユ
キ
子（
十
文
字
）

長
瀬　

養
子（
十
文
字
）　

小
國　

孝
雄（
十
文
字
）

泉　
　
　

卓（
十
文
字
）

十
文
字
民
謡
同
好
会
踊
り
部（
十
文
字
）

山
内
婦
人
会（
山　

内
）

◆
横
手
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

鈴
木　

典
男（
大　

森
）　

壽
松
木
光
雄（
十
文
字
）

藤
原　

教
一（
山　

内
）　

木
村　

安
雄（
山　

内
）

◆
横
手
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝
状

横
手
興
生
病
院
職
員
一
同（
横　

手
）

［
敬
称
略
］

◆
秋
田
県
共
同
募
金
会
長
表
彰［
伝
達
］

功労・善行のあった方々、団体に表彰状
及び感謝状を贈呈しました

● 

柴
田
順
一
さ
ん（
横
手
）

　

福
祉
協
力
員
や
い
き
い
き
サ
ロ
ン

世
話
人
を
長
年
務
め
ら
れ
て
い
る
柴

田
さ
ん
。
民
生
児
童
委
員
で
あ
る
奥

様
と
一
緒
に
、
お
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
宅
へ
の
訪
問
や
サ
ロ
ン
を
通
じ

た
地
域
の
交
流
活
動
な
ど
を
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
会
長
で
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
地
域
の
問
題
や
悩
み
ご
と
に

役
員
等
と
協
力
し
な
が
ら
解
決
に
あ

た
る
な
ど
、
幅
広
く
地
域
で
ご
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

柴
田
さ
ん
は
、「
初
心
を
忘
れ
ず

に
、
こ
れ
か
ら
も
妻
と
二
人
三
脚
で

地
域
の
た
め
に
活
動
し
て
い
き
た

い
」
と
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

柴田さんが世話人を務める安田原上丁
いきいきサロンの様子

柴 田 順 一さん

　

山
内
婦
人
会
で
は
、地
域
事
業
へ

の
協
力
や
施
設
で
の
除
草
な
ど
様
々

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、今
年

か
ら
は
山
内
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
実
施

し
て
い
る
「
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ル
事
業
」

に
も
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

お
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
、毎

月
一
回
、電
話
で
の
訪
問
活
動
を
行
っ

て
お
り
、会
話
な
ど
で
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

婦
人
会
の
皆
さ
ん
は
、「
こ
れ
か
ら
も
『
自
分
た
ち
が
住
み
た
い
』
と

思
え
る
地
域
で
あ
る
よ
う
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
活
動
を
続
け
て
い
き
ま

す
」
と
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

● 

山
内
婦
人
会（
山
内
）

会員が交代しながら毎月１回
“声の訪問活動”を行っています

今
大
会
の
本
会
会
長
表
彰
被
表
彰
者
・
団
体
の
中
か
ら
、

　
お
一
人
と
一
団
体
の
活
動
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

被
表
彰
者
・
団
体
の
活
動
紹
介

　
講
演
及
び
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
は
秋
田
県
生
活

セ
ン
タ
ー
、
秋
田
県
金
融
広
報
委
員
会
と
の

共
催
に
よ
る
も
の
で
す
。



３ 社協だより

　
本
大
会
に
ご
参
加・ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
、ま
た
「
福

祉
の
標
語
」
や
意
見
発
表
等
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
学
校
関
係

者
や
児
童
、
生
徒
の
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
大
会
で
は
、
県
立
増
田
高
等
学
校
の
生
徒
（
総
合
学
科
生
活

系
列
三
年
生
）
に
、
福
祉
活
動
の
実
践
内
容
や
地
域
の
関
わ
り

を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と
を
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

増
田
高
等
学
校
は
、
本
会

の
「
福
祉
教
育
活
動
推
進
支

援
事
業
」
指
定
校
で
あ
り
、

昨
年
こ
の
事
業
を
活
用
し
て
、

中
学
生
と
一
緒
に
介
護
に
つ

い
て
考
え
る
福
祉
交
流
学
習

を
行
い
ま
し
た
。
普
段
は
、

地
域
の
方
々
か
ら
福
祉
を
学

ん
で
い
る
生
徒
た
ち
で
す
が
、

今
度
は
中
学
生
に
そ
の
知
識

を
伝
え
、
若
い
世
代
が
福
祉

に
関
心
を
持
ち
、
将
来
こ
の

地
域
で
活
躍
し
て
も
ら
い
た

い
と
の
願
い
か
ら
始
め
た
も

の
で
す
。
生
徒
た
ち
も
、
人

に
教
え
る
こ
と
で
介
護
へ
の

理
解
を
深
め
、
自
分
た
ち
が

介
護
者
に
徹
す
る
こ
と
で
、
介

護
す
る
側
の
気
持
ち
を
よ
り
強

く
感
じ
た
よ
う
で
し
た
。

　

ま
た
、
普
段
の
地
域
と
の
関
わ

り
の
中
で
、
人
と
接
す
る
こ
と
に

よ
り
、
た
く
さ
ん
の
言
葉
の
や
り

取
り
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
生
徒

た
ち
は
、
ど
ん
な
話
し
方
、
接
し

方
を
し
た
ら
よ
い
の
か
を
考
え

る
よ
う
に
な
り
、「
人
の
心
を
感

じ
る
力
」
が
成
長
で
き
た
と
実
感

し
て
い
ま
し
た
。
も
っ
と
地
域
の

一
員
と
し
て
関
わ
っ
て
い
く
こ
と

で
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

と
も
感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

あ
と
数
ヶ
月
で
生
徒
た
ち
は
社

会
に
出
て
い
き
ま
す
。「
進
路
は

違
っ
て
も
、
人
と
関
わ
っ
て
生
き

て
い
く
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、

一
人
ひ
と
り
が
地
域
を
盛
り
上
げ

て
い
け
る
よ
う
に
一
層
が
ん
ば
っ

て
い
き
た
い
」
と
、
最
後
に
意
気

込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。大会では９名の生徒に発表

していただきました
昨年の福祉交流学習の様子
（今年も11月に実施しました）

中 生学 の 部
最優秀賞　「ありがとう」心の花が また一輪
　　　　　　小松 由梨香（市立横手明峰中学校１年）

優 秀 賞　一言で つたわる想い「ありがとう」
　　　　　　佐々木　 祐（市立平鹿中学校３年）

優 秀 賞　「ありがとう」５文字が伝える 無数の思い
　　　　　　内 藤 悠 哉（市立十文字中学校３年）

優 良 賞　横手市に 広がれみんなの「ありがとう」
　　　　　　石田 ののか（市立増田中学校２年）

優 良 賞　ありがとう 伝える「心」返せる「気持ち」
　　　　　　佐 藤 大 哉（市立平鹿中学校１年）

優 良 賞　いつも笑顔をありがとう 君がいるから がんばれる
　　　　　　矢 野 芹 奈（市立横手明峰中学校１年）

小 生学 の 部
最優秀賞　「ありがとう」みんなの心 ほっかほか
　　　　　　加 藤 　 杏（市立南小学校５年）

優 秀 賞　「ありがとう」　素直に言えたら 伝わるね
　　　　　　鈴 木 琉 花（市立浅舞小学校６年）

優 秀 賞　「気をつけて」やさしい言葉 ありがとう
　　　　　　石 井 春 名（市立雄物川北小学校５年）

優 良 賞　家族にも 最後に一言「ありがとね」
　　　　　　佐々木 晴佳（市立浅舞小学校６年）

優 良 賞　ありがとう いっしょにないたり 笑ったり
　　　　　　出川 奈々子（市立阿気小学校６年）

優 良 賞　ありがとう 想いを届ける 言葉だね
　　　　　　中 村 　 凛（市立横手南小学校５年）

　家族には普段の生活でのこと、
友だちには学校でのことや相談に
乗ってくれることに、いつも「あり
がとう」の気持ちを持っています。
　「ありがとう」と言うと、相手
は笑顔で応えてくれる。周りのみ
んなが笑顔になると「笑顔の花」
が咲く。そんなイメージからこの
標語ができました。

　家族や友だちから受ける親切へ
の感謝の気持ちと、自分が誰かに
親切にして「ありがとう」と言わ
れた時に自分の心が温かくなるこ
とを思い出し、みんなも同じよう
に「温かくなるといいなぁ」と思
いながら、この標語をつくりまし
た。

小松由梨香さん（市立横手明峰中学校１年）
中学生の部　最優秀賞受賞者

加 藤 　 杏さん（市立南小学校５年）
小学生の部　最優秀賞受賞者

テーマ 「感謝～ありがとうを伝えよう～」 応募総数 2,653作品対 象 小学生（４～６年生）、中学生
福祉（しあわせ）の標語入選作品・入選者平成24年度

※ホームページ上に今回の作品および過去の優秀作品を掲載しています。

高校生からの意見発表 ～増田高等学校～

（敬称略）



４社協だより

善意
ありがとうございました
（平成24年９月１日～10月31日受付分）

【横手福祉センター受付】
●クリーニング組合横手支部様
●六白金星会様
●柴田 マツ子様（幸　町）
●前郷殖林組合様
●朝日が丘児童センター様
●横手南中学校様
●村 上 　 陸様（寿　町）
●柴 田 昌 子様（大屋新町）
●斉 藤 フ ミ様（大屋新町）
●佐々木 有紀様（寿　町）
●佐 藤 良 子様（南　町）
●黒 沢 昭 次様（旭　川）
●鈴木 由紀子様（平鹿・浅舞）
●安 藤 詔 子様（上真山）
●高 橋 若 子様（大雄・佐加里）
●佐々木 壽一様（雄物川・柏木）
●横手市連合婦人会様
●おはなし大好きの会様
●新日本舞踊扇佳流優仙会様
●横手市シルバー人材センター女性部様
●金沢民謡同好会様
●演歌クラブ会様
●朝友会様

●横手市勤労者互助会女性部様
●金沢保育園様
●三門流かまくら舞踊会様

【増田福祉センター受付】
●平野 久美子様（中　村）

【平鹿福祉センター受付】
●よねや浅舞店様
●長 澤 幸 子様（田ノ植）
●高橋 喜美子様（横手・赤川）

【雄物川福祉センター受付】
●秋田ナイルス親睦会様
●佐々木 壽一様（柏　木）
●坪 井 幸 子様（新　丁）
●雄物川民謡同好会様
●雄川ハーモニカサークル様
●コーラス「蕗」様
●雄物川地域老人クラブ連合会様
●とっぴんぱらりのプ―様
●朝友会様
●萌芽笑天様

【十文字福祉センター受付】
●西上友愛会様

【山内福祉センター受付】
●山内婦人会様
●畑 　 則 子様（横手・朝倉町）

【大雄福祉センター受付】
●佐々木 壽一様（雄物川・柏木）

【平寿苑受付】
●沼 沢 明 夫様（増田・半助村）
●傾聴ボランティアささやき様
●CAPP秋田様
●よこて市商工会女性部様

【雄水苑受付】
●下村 蔵之助様（沼　館）
●藤 田 　 久様（会　塚）
●南小学校４年生様
●佐 藤 圭 子様（東　里）
●萌芽笑天様
●沼小昭和十四年会様
●雄川大学学生一同様
●石 塚 竜 海様（谷地新田）　
●傾聴ボランティアひまわり様
●雄物川地域老人クラブ連合会様
●アンダンテの会様
●とっぴんぱらりのプー様

【憩寿園受付】
●神 原 　 實様（八兵エ丁）
●十文字自立者支援通所事業
　　　　　　　　ご利用者一同様
●植田小学校様
●傾聴ボランティアささやき様
●スーパーモールラッキーイベント委員会様

※広報発行回数の関係上、紙面への掲載が遅れますことをご容赦願います。
※「善意」の受付は、横手市社会福祉協議会各福祉センター・施設で行っております。
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社会福祉協議会は、住民の皆様の参加と関係機関・団体との協力により
「住みよい福祉のまちづくり」を進めていく民間の団体です。

横手市社会福祉協議会本部
横 手 福 祉 セ ン タ ー
増 田 福 祉 セ ン タ ー
平 鹿 福 祉 セ ン タ ー

TEL.36－5377
TEL.33－8668
TEL.45－4848
TEL.24－3283

雄 物 川 福 祉 セ ン タ ー
大 森 福 祉 セ ン タ ー
十 文 字 福 祉 セ ン タ ー
山 内 福 祉 セ ン タ ー

TEL.56－2072
TEL.26－3274
TEL.42－5858
TEL.53－3009

大 雄 福 祉 セ ン タ ー
特別養護老人ホーム平寿苑
特別養護老人ホーム雄水苑
特別養護老人ホーム憩寿園

TEL.52－3311
TEL.38－7011
TEL.22－4561
TEL.42－2510

横手市社協だより ● 発行 ● 横手市社会福祉協議会　〒013－0072横手市卸町5番10号　TEL.0182－36－5377　FAX.0182－36－5388
E-mail syakyou5@agata.plala.or.jp ホームページ http://www.yokote-shakyo.jp/

この広報に関するご意見ご感想をお待ちしております。

◆開催日時　12月20日（木）13：30～15：30
◆開催場所　平鹿生涯学習センター（浅舞公民館）
◆内　　容　「介護食のつくり方」（調理実習）

～カンタン・アイデア介護食について～
◆持 ち 物　エプロン

◆開催日時　１月30日（水）10：00～12：00
◆開催場所　雄物川コミュニティセンター
◆内　　容　「かいごの実技」総集編
　～在宅で快適に介護するためのワンポイント
　　アドバイスと認知症への理解について～

横手市「かいご教室」の開催

横手市社協本部地域福祉課
（☎36－5377）

問合せ先◆参 加 費　無　料
◆申し込み　最寄りの福祉センターへ各開催日の

２日前までお申し込みください。

12月開催 １月開催


